
登録者(課長)名【1】 子育て支援課長　中尾根　敬一

施策評価シート
子育て支援課(子ども家庭支援センター、児

【一次評価】主管課(関係課)【2】
【施策の概要】

童青少年課、社会教育課)

検
証
項
目

施策成果の目標達成状況
□まだ未達成 ■ほぼ達成 □目標を大きく上回る

【14】施策名【3】 分野【4】 まちづくりの方向性【5】 施策の
成果と課題 意識調査での満足度

創造性豊かな子どもたちが育つた □平均を下回る ■ほぼ平均 □平均を上回る創1-1 子どもの参画の推進 創造性の育つまちづくり 【15】めに
施策実現へむけた施策全体の課題【6】 施策の目標【8】 ◇子どもの参画の推進については、児童館の支援を受けながら、中高生自身が企画運営しダンス・演武・バンド演
キーワード【7】 奏などの発表会を毎年１回定期的に実施しています。また、「子育ち・子育てワイワイプラン」の策定に際しては

　少子高齢化により子どもの数が減少するとともに、核家族化の進行や共働き世帯 ◆地域の連携による子　子どもたちが人間と 、小学５年生、中学２年生及び16歳と17歳の子どもたちや児童館のキャンプ・夜間開館を利用する子どもたちにア
の増加など、社会環境は変化しています。　 育て支援、子どもの居しての尊厳をもって自 ンケート調査を実施し、同計画への意見反映を行いました。今後も、子どもたちが周囲のおとなや友人と関わり合
　いじめや体罰、ひきこもりや不登校、児童虐待などは依然として社会問題となっ 場所づくり、活動の場分らしく生きていくこ 施策の成果と課題いながら、子どもたち自身が参加し、積極的な意見等の表明や体験の機会を得る中で、自己の形成が図られるよう
ており、そうした経験が、子どものその後の成長に影響を与え、社会にうまく適応 の形成 とができるよう、主体 (取組成果や目標 取り組んでいく必要があります。
できず、若年無業者が増加する原因のひとつになっています。 ◆子どもの育成を地域的に参画して育つこと ◇子どもの居場所づくりについては、青少年育成会が実施する「歩け歩け会」などの支援を通じて子どもたちの交達成に向けた課　今後は、地域とのふれあいを深め、子どもたちが地域の一員とし参画していくこ で見守るネットワークのできる環境を整えま 流機会を確保し、特化型児童館の整備などを通じて子どもたちが活動する場の創出に取り組みました。今後も、子
とが課題です。また、これから社会で活躍していく若者世代への支援も課題となっ ◆他世代との交流促進す。 題、成果向上・ どもたち自身の意思や選択を大切にしつつ、多様なニーズにあった居場所づくりの創出に努める必要があります。
ています。 による地域参加 コスト削減策等) ◇子ども若者支援としては、東京都が実施するひきこもりサポートネット事業の訪問相談等に協力しながら窓口を

◆子どもの状況に応じ概要 開設しました。今後は、心身及び経済的自立に向け、ライフステージ等に応じた切れ目のない支援や地域社会全体【16】た相談 で見守り支える体制の強化が課題です。
◆若者支援体制が必要

留意すべき点(都などの制度の変化・その他制約条件・社会環境の変化)【9】

検
証
項
目

施策の重要性の変化◇平成21年に、国は「子ども・若者育成支援推進法」を制定、翌年に「子ども・若者ビジョン」を策定しました。 □弱くなっている □以前と同程度 ■強くなっている
◇平成27年３月に、本市の今後10年間の子どもの計画となる「西東京市子育ち・子育てワイワイプラン」を策定しました。 【17】

今後の方針◇平成27年３月に、東京都は「東京都子供・子育て支援総合計画」を策定しました。 意識調査での重要度
◇平成27年４月に、子ども・子育て支援法が施行されました。 □平均を下回る □ほぼ平均 ■平均を上回る

【18】 

◇子どもの参画の推進については、子どもが発想を生かし、自らの意見を表明する場や参加・参画する機会を充実
事業群名【10】 事業群の施策上の位置づけ【11】 するため、庁内関係部署において子どもによる子どものための企画づくりと事業運営を推進します。

◇子どもの居場所づくりについては、地域との連携による子どもの育ちを支援し、世代を超えた交流機会の確保に

事
業
群

子どもが健やかに育つ環境づくりに取り組みます 子どもが健やかに育つ環境の推進
1 引き続き取り組みます。さらに、子どもたち自身の意思や選択を大切にしつつ、小学校の高学年を含めた適切な居

 場所の確保に努めます。今後の方針家庭と学校・地域の連携による子どもの育ちを支援します 家庭と学校・地域の連携による子どもの育ちの推進
2 ◇子ども若者支援については、貧困の連鎖を防止するため、成長や年齢に応じた就学・就業の支援や、社会生活を

(具体的な事業群 営むために必要な知識技能の習得などを、民間活用を視野に入れて検討します。
若者の自立や社会参加を支援します 若者の自立や社会参加の推進

3 や事務事業を示

しながら)

【19】

【施策の成果】

総
合
評
価

施策内容の
■ 拡充 □ 現状維持 □ 絞込み

年度 24 25 26 27 28 29  方向性【20】
施策実施

指
標
１

名称 目標値 単位 □ 重点化 ■ 現状維持 □ 効率化「子どもの参画の推進」に対する満足度 26％ ％ コストの
 方向性【21】

説
明

算
出
式
・

実績値 22.4 22.4 22.4 14.4 施策実施　子どもたちが自分らしく生きていくことができるように、市が行っている「子ど
Ⅱ 成果の向上を図りつつ、コストは現状を維持する施策領域もの参画の推進」の取組に対する評価を、市民意識調査の「市民満足度」により把

  方針【22】握します。
達成率 86% 86% 86% 55%

【一次評価後の事情変更等】

指
標
２

名称 目標値 単位青少年育成会における地域活動実施回数 105回 回

説
明

算
出
式
・

実績値 100 103 101　子どもが自ら考え行動することや地域の中で世代間を越えて交流することは子ど
もの豊かな成長にとって重要です。世代間を越えた交流の場である青少年育成会に

成
果
指
標

おける地域活動実施回数を高めることを目標とします。
達成率 95% 98% 96% 0% 説明【23】

指
標
３

名称 目標値 単位

【12】

説
明

算
出
式
・

実績値

達成率 【行革本部評価】

総
合
評
価

施策内容の
■ 拡充 □ 現状維持 □ 絞込み

指
標
４

名称 目標値 単位  方向性【20】
施策実施

説
明

算
出
式
・

実績値 □ 重点化 □ 現状維持 ■ 効率化コストの
 方向性【21】

　子どもの参画の推進については、特化型児童館での企画発表や、平成27年３月に策定した「子育ち・子育てワイ
達成率 ワイプラン」における策定過程での意見反映など、主体的に参画できる環境づくり、活動できる場の創出に取り組

んできました。また、子どもたちを取り巻く社会環境が変化する中、家庭と学校・地域の連携による子どもの育ち
達成率の平均値 91% 92% 91% 28% の支援、子どもたちの居場所の確保、相談機能の強化、世代を越えた交流機会の提供などの取組などが必要となっ判断理由等

ています。
【市民意見】【13】 【24】 　市民意識調査結果では、前回調査と比べ重要度は上昇していることから、施策の成果の向上に努めつつ、施設等

の維持管理や事業運営の効率化により実施コストの抑制に努めるべきと判断しました。24年度 27年度

満足度(％) 22.4% 満足度(％) 14.4% 満足度(％)
各年次の市民意識調査で、

満足度 満足度 満足度 施策ごとの「満足、やや満 施策実施-0.03 -0.1 Ⅲ 成果の向上を図りつつ、コストを抑制する施策領域(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント) 足」「重要、やや重要」の   方針【22】
合計値として算出しています。重要度(％) 71.1% 重要度(％) 71.4% 重要度(％)

重要度 重要度 重要度1.15 1.17
(平均ポイント) (平均ポイント) (平均ポイント)
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